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倉沢愛子教授略歴 著作目録

* 20 1 2年3月3 1 日をもって慶應義塾大学 

経済学部を定年退職するのにともない， 

本学会を退会する会員の略歴•著作目録 

を次頁以下に掲載します。

本誌編集委員会





倉沢愛子教授略歴•著作目録

略 歴  

1 9 4 6年 生 ま れ

1 9 7 0年東京大学教養学部教養学科国際関係論コース卒業 

1 9 7 2年東京大学社会学研究科修士課程修了， 同博士課程へ進学 

1976- 7 8 年コーネル大学博士課程在学（1 9 8 8年に P h . D 取得）

1 9 7 9年東京大学社会学研究科博士課程単位取得満期退学 

1 9 8 2 - 9 1年摂南大学国際言語文化学部助教授（のち 1 9 8 8年から教授）

1 9 9 1 - 9 3年在ジャカルタ日本大使館専門調査員 

1 9 9 3 - 9 7年名古屋大学大学院国際開発研究科教授 

1 9 9 7 -2 0 1 2年慶應義塾大学経済学部教授

大学在学中からインドネシアにおける日本軍政期（1 9 4 2 - 4 5年）の社会史に関心をもち，その後大学院に 

おいて引き続き研究を続けた。当時の日本では，東南アジア研究の環境が整っていなかったので，博士課程 

途中からフルブライト奨学金を得てアメリカのコーネル大学へ留学，ベネディクト•アンダーソン教授らの 

指導のもとで博士号（P h . D ) を取得した。論文のタイトルは， “M o b iliz a tio n  a n d  C o n t r o l : A  S tu d y  o f 

S o c ia l C h a n g e  in  R u ra l  J a v a  u n d e r  J a p a n e s e  O c c u p a t io n  1 9 4 2 -4 5 ” で， これはのちに日本語とインド 

ネシア語で出版された。

その後は，独立後のインドネシア史や，急激な経済開発の結果生じたさまざまな社会問題の分析を行って 

きた。歴史研究はできうる限り一次資料に依拠し，これに加えて聞き取り調査も行った。現代社会の研究は， 

フィールドにおいて長期にわたって定点観測を行い，観察と聞き取りを織り交ぜた手法をとっている。この 

ような現代インドネシア社会の研究と並行して，戦後の終戦処理を中心とする日本とインドネシアの関係史 

の研究も続け， 『戦後日本= インドネシア史』 と題する論文（草思社から2 0 1 1 年 1 0 月に刊行）で 2 0 1 2 年 

3 月東京大学から博士号を取得した。

この間三つの大学で教鞭をとり， アジア社会史，社会問題，開発と社会変容などの科目を担当した。また 

博士論文執筆のために一年間コーネル大学に復学したほか，半年間インドネシアのガジャマダ大学で教鞭を 

とり， さらに慶應義塾大学との交換プログラムでケンプリツジ大学のダウニング•カレッジにフェローとし 

て滞在した。

—— 169 (675) ——



著

L ah irnya  Tentara  P em bela  T an ah ■乂i r  [ジャワ防衛義勇軍の誕生] ( J a k a r ta :  L E K N A S -L IP I , 1977) 

『日本占領下のジャワ農村の変容』 （サントリー学芸賞受賞）草 思 社 1992

M obilisasi dan K ontro l: P rubahan Sosia l di P edesaan  Jaw a 1942-1945, J a k a r ta :  G ra m e d ia ,  1993 

『二十年目のインドネシア』草 思 社 1994

『写真記録東南アジア—— 歴 史 • 戦争 • 日本第三巻インドネシア』ほ る ぷ 出 版 1997

『東南アジア史のなかの日本占領』 （編著）早稲田大学出版部 1997

『南方特別留学生が見た戦時下の日本人』草 思 社 1997

『女が学者になる時』草 思 社 1 9 9 8年

『ジャカルタ路地裏フィールドノート』中央公論新社 2001

『「大東亜」戦争を知っていますか』講 談 社 2002

『岩 波 講 座 ア ジ ア • 太平洋戦争第七卷支配と暴力』（編著）岩 波 書 店 2006

『インドネシア------- f スラームの覚醒』洋 泉 社 2006

『都市下層の生活構造と移動ネットワーク』 （編著）明 石 書 店 2007 

『変わるバリ • 変わらないバリ』 （吉原直樹と共同編集）勉 誠 出 版 2009 

『インドネシアと日本一一桐島正也回想録』論 創 社 2011 

『戦後日本= インドネシア関係史』草 思 社 2011

論 文

「ジャワ防衛義勇軍の設立」『東南アジア—— 歴史と文化』4 号 1974 

「アンカタン • ムダ運動の形成と展開」『アジア研究』2 2 巻 1 号 1975

「プリタル反日蜂起の史的考察-------- インドネシア八月革命序曲」『東南アジア研究』1 3 巻 4 号 1976

「日本軍政期のインドネシア反日運動の一考察—— レンガスデンクロック事件におけるサブ • マスの役割」 

『アジア経済』1 7 巻 4 号 1976 

「日本軍政期におけるスマトラの義勇軍」『アジア経済』1 8 卷 3 号 1977 

「日本軍政下のジャワにおける米穀流通機構の一考察」『アジア経済』2 1 巻 1 1 号 1980 

「動員と統制—— 日本軍政下のジャワにおけるイスラム宣撫工作について」『東南アジア—— 歴史と文化』 10 

号 1981

「ジャワの村落における社会変容の一考察—— 日本軍政下の籾供出政策とその影響」『東南アジア研究』1 9 巻 

1 号 1981

「ジャワの甘蔗栽培地にみる社会変容の一考察—— 1 9 3 0 - 4 5 年のジョクジャカルタを中心として」『アジア経 

済』 23 巻 8 号 1982
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“F o rc e d  D e liv e ry  o f P a d d y  a n d  P e a s a n t  U p ris in g s  in  In d ra m a y u , In d o n e s ia : J a p a n e s e  O c c u p a tio n  

a n d  S o c ia l C h a n g e ” ，The D eveloping E conom ies, V ol.21  N o .1  1983

「日本軍政下におけるインドネシア地方行政官の変容と展開」『国際関係のフロンテイア3 ：東南アジアの政 

治と文化』東京大学出版会 1984

“J a p a n e s e  O c c u p a t io n  a n d  L e a d e rsh ip  C h a n g e s  in  Ja v a n e se  V illa g e s” , U trech tse  H isto risch e  C a h ie rs ,

V ol.7  N o .2 -3  1986

“P r o p a g a n d a  M e d ia  o n  J a v a  u n d e r  th e  J a p a n e s e  1 9 4 2 -1 9 4 5 ” , Indonesia , N o .4 4  (N o v .1 9 8 /) ,  C o rn e ll 

U n iv e rs ity

「日本軍政下におけるジャワの大衆動員政策」『歴史学研究』増刊号 5 8 6 号 1988

「日本軍政下のジャワにおける映画工作」『東南アジア—— 歴史と文化』N o .1 8  1989

「日本軍政下のジャワにおける教育政策」荒井信一 • 藤原彰編『現代史における戦争責任』青 木 書 店 1990

“M a r ila h  K i ta  B e rsa tu !   J a p a n e s e  P r o p a g a n d a  in  J a v a  1 9 4 2 -4 5 ” , in  K . M . d e  S u v a , S ir im a

K rib a m u n e , & C .R . de  S ilva  e d it . ,  A s ia n  P anoram a: E ssays in  A s ia n  H istory, P a s t and  P resent, 

N ew  D elh i: V ik as P u b lish in g  H o u se  P V T  L T D . 1990 

「独立運動と国家形成—— 蘭領東インド」矢野暢編『講 座 東 南 ア ジ ア 学 9 東南アジアの国際関係』弘文 

堂 1991

“F ilm s  a s  P r o p a g a n d a  M e d ia  o n  J a v a  u n d e r  th e  J a p a n e s e ,  1 9 4 2 -4 5 ” , in  G r a n t  K . G o o d m a n  e d it .,  

Japanese C ultural P olic ies in  Sou theast A s ia  during  W orld  W ar 2  , N ew  Y ork : S t. M a r t in ’s 

P re s s  1991

「キンタルの時代一 日本軍政下のジャワの一村落の盛衰」」池端雪浦他編『東南アジア国家の歴史的位相』 

東京大学出版会 1992

「東南アジアの民衆動員」『岩波講座近代日本と植民地第二巻帝国統治の構造』岩 波 書 店 1992 

「インドネシア脱植民地化の過程にみる日本とオランダ」『歴史学研究』6 7 2 号 1995 

「戦前 • 戦中のインドネシア人日本留学生の軌跡」『2 0 世紀アジアの国際関係 I I I ナショナリズムと国家建 

設』原 書 房 1995

「開発体制下のインドネシアにおける新中間層の台頭と国民統合」『東南アジア研究』3 4 巻 1 号 1996 

“R ice  S h o r ta g e  a n d  T ra n s p o r ta t io n ” , in  P e te r  P o s t  & E lly  T ro u w en  B o u w sm a  e d ., Japan In donesia  

and the W ar, L eid en : K IT L V  P re s s  1997.

「インドネシアの村落開発における情報伝達—— 「クロンプンチャピル」を中心に」『アジア経済』第 3 9 巻 

9 号 1998

「テレビ広告による民主主義へのいざない一 1 9 9 9年総選挙における選挙教育と情報提供」『ワールドトレ 

ンド』2 0 0 0 年 4 月号
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「民主化の模索一 総選挙から新政権誕生へ」後藤乾一編『ィンドネシア一 揺れる群島国家』早稲田大学 

出版会 2000

「インドネシアの9 • 3 0 事件と大量虐殺」『三田学会雑誌』9 4 巻 4 号 2002

「グローバリゼーシヨンの中の日本文化」水島袼雅編『講座•日本語教育学第一巻文化の理解と言語の 

教育』スリーエー•ネットワーク 2005

「ニ〇世紀アジアの戦争一 帝国と脱植民地化」倉沢愛子他編『岩波講座アジア •太平洋戦争第一巻  

なぜ，いまアジア • 太平洋戦争か』岩 波 書 店 2005

「ィンドネシアにおける対日歴史認識」『国際問題』N o. 549 2 0 0 5 年 1 2 月号

「ポスト開発と国民統合 • 民主化」『社会学のアクチュアリティ9 巻グローバル化とアジア社会』東信堂 

2006

「国家とコミュニティーの狭間で揺れ動くジャカルタのR T /R W —— 婦 人 会 （P K K ) 会合の分析を通じて」 

『ヘスティアとクリオ』N o. 3 2006

「ィンドネシア史の中の日本占領時代」鈴木正崇『東アジアの近代と日本』（慶應義塾大学東アジア研究所講 

座）慶應義塾大学出版会 2007

「岸信介とインドネシア賠償」『現代思想』3 5 巻 1 号 2 0 0 7 年 1 月

「9 - 3 0 事件とィンドネシア共産党撲滅」松村高夫 • 矢野久編『大量虐殺の社会史一 戦慄の 2 0 世紀』ミネ 

ル ヴ ァ 書 房 2007

「「大東亜」戦争期の対イスラーム政策」坂本勉編『日中戦争とイスラーム一 満蒙，アジア地域における統 

治 • 懐柔政策』慶應義塾大学出版会 2008

「東南アジア占領における「ロームシャ」の意味—— 泰緬鉄道建設ロームシャたちの記録」『南京事件 7 0 周 

年国際シンポジウムの記録』 日本評論社 2009

「インドネシアの経済発展と日本企業一 マジャラヤの地場繊維産業衰退問題をめぐる新解釈」『三田学会雑 

誌』 102 巻 2 号 2009

“S w ay in g  b e tw e e n  S ta te  a n d  C o m m u n ity  ： R o le  a n d  F u n c tio n  o f R T /R W  in  P o s t-S u h a r to  丄n d o n e s ia ” , 

in  B e n ja m in  R e a d  & R o b e r t  P e k k a n e n  e d ., Local O rganiza tions and  Urban G overnance in  E ast 

and Sou theast A sia : S tradd ling  S ta te  and  S o c ie ty , L o n d o n  a n d  N ew  Y ork: R o u tle d g e  2009

「台頭するインドネシアの新中間層とイスラーム」『グローバル化と変容するアジア』アジア大学アジア研究 

所 2011

「インドネシア9 ,  3 0 事件と社会暴力」『岩波講座東アジア現代史通史 8 巻』 2011

—— 172 (678) ——


